
【技術的なアプローチ方法】

【期待される効果】 【今後の展望】

【概要（背景と目的）】

①静岡清水産アマノリ種他
生物資源の探索調査

②藻場再生･創出の環境分析
および種苗生産

③陸上養殖システムの
設計・制作

研究概略

本テーマでは、清水区折戸湾において紅藻アマノリなどの藻場形成を進めるための事業性のある持続可能な藻場再生プログラムを構
築し、藻場の創出およびその沿岸域の生物生産性（漁業資源の確保）を図るとともに、消失した「三保海苔」を復活させ新たな地域特産
品の創出を図り、静岡県内の水産業の活性化と地域ブランドの向上を目的としています。

CO2排出削減目標

出典：環境省 https://www.env.go.jp/press/press_03046.html
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磯焼け対策

ダイバーによる潜水調査

折戸湾で生息が確認された海藻種を定期調
査によって把握し、その母藻を採取、育苗し、
静岡県の海藻及び生物多様性を補完する。

①静岡清水産アマノリ種他
生物資源の探索調査

②藻場再生･創出の環境分析
および種苗生産

③陸上養殖システムの
設計・制作

折戸湾特有の海域環境を解析し、そこから
湾内環境に適した藻類生育を試験する。
また、藻場再生による効果を検証する。

使用電気量

種苗生産に掛かるエネルギーコストを試算
し、再生可能エネルギー供給を組み入れた
循環型管理システムを検証する。

海洋環境改善・CO2吸収固定 海洋産業生産額の伸長

海藻養殖の事業化 2024年度-2028年度

調査・技術開発期間
2029年度-2033年度

事業化検証期間

海藻種を補完し種苗を陸上養殖することで、本地域の藻場保
全活動団体等へ種苗販売し、藻場保全活動にてカーボンクレ
ジット化し、地元企業へクレジット販売する。またその種苗で
海藻生産を行い、地域特産品として活用する。

静岡県のり類海面養殖生産額

出典：漁業産出額【確報】（農林水産省）
※2033年は目標値

（百万円）

藻場

磯焼け

静岡市清水区で養殖が可能な「紅藻アマノリ」種の選定およびその陸上養殖種苗システムの構築
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ブルーカーボン分科会①

海藻養殖の事業化により、創出された藻場によるカーボン
ニュートラルと海洋環境改善を実現し、また「三保海苔」など
の海藻商品による地域経済効果の向上が期待される。

ライン枠観測

アマノリ類の採取 アマノリ類の定着 ROV観測

アマノリ類の培養

海域栄養塩の計測 カジメの生育試験

海藻種苗養殖コンテナの設置

（株）ARK 社製
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水温モニタリング

静岡県水産･海洋技術研究所より提供

海藻種の補完

海藻種苗生産
藻場磯焼け

藻場再生・カーボンクレジット化して
地元企業へ販売

食品
（海苔）

寒天
 (アガロース)

海藻生産し地域特産品として販売
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